G enkiLife

FEE: LATS1/WARTS UH-XE/ 4 O—F Ik
H42 045 E=S: AMRe87201

RRER D H

=

L

BE

SR

RISt

1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

5
FIREE
HTE

MIRER
BEFE

RI&
BZFID

SwissProt ID

RER

Al
Bt

ERRUYXE/ U 0—F IR
SEFE

WB,FC

Eb IURX, Ty b

E[=2544

REIE

I9G

®/80—F+)L

RIR

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
A%

KER
50mM fUXG Yy (pH74) . 0.15M NaCl, 40%% )to—J. 0.01%7 o+ tU D
L, 0.05%fRESR VN BERACHRCTRHASNEY. ZEAL L 12 yBERETY.

FT4 =T 1 —FER

WB 1:500-1:2000,FC 1:200-1:500

Calculated MW:127 kDa; Observed MW:140 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、推定上のセリン／スレオニンキナーゼであり、有糸分裂装置に局在し、有糸分裂初期に細胞周期制御因子CDC2キナーゼと複合体を形成する。このタンパク質は細胞周期依存的にリン酸化され、前期後期のリン酸化は中期まで持続する。このタンパク質のN末端領域はCDC2と結合して複合体を形成し、H1ヒストンキナーゼ活性が低下することから、CDC2/サイクリンAの負の調節因子としての役割が示唆される。さらに、C末端キナーゼドメインは自身のN末端領域に結合することから、分子内結合を介して複合体形成を阻害することで負の調節能を発揮する可能性が示唆される。生化学的および遺伝学的データは、腫瘍抑制因子としての役割を示唆している。これは、ノックアウトマウスを用いた研究で、軟部肉腫、卵巣間質細胞腫瘍の発生、および発癌性治療に対する高い感受性が示されたことで裏付けられている。[RefSeq提供、2017年4月]
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	LATS1/WARTS ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

